












ら、平成 26 年 5 月 1 日現在のデータを整理して
おこう。
まず、全国の公立学校に在籍している外国人児






となり、この 4 言語で全体の 80.4% を占める。
日本語指導が必要な日本国籍の児童生徒は 7,897
人（平成 24 年度より 1,726 人増加）いる。
栃木県では日本語指導を必要とする外国人児童
生徒数は 562 人で、その主要学校別内訳は、小学
校 433 人、中学校 114 人、高等学校 12 人となっ
ている。また、その主要母語別内訳は、スペイン
語 214 人（38.1%）、ポルトガル語 142 人（25.3%）、


























平成 26 年 5 月 1 日現在、栃木県内の公立小中
学校の外国人児童生徒数は、小学校 866 人、中学
校 441 人である。そのうち、日本語指導が必要
な児童数は小学校 433 人（総数の 50.0%）、中学
校 114 人（総数の 25.9%）である。小学生の半数
が日本語指導を必要としているのに対し、中学生
においてはその比率が 1 ／ 4 に留まっている。中







116 人の生徒の性別は、男性 54 人（46.6%）、
女性62人（53.4%）であった。主な母語別状況では、
ポルトガル語 27 人（23.3%）、日本語 22 人（19.0%）、
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スペイン語 22 人（19.0%）、フィリピノ語（タガ
ログ語）14 人（12.1%）、中国語 12 人（10.3%）、
英語及びタイ語は 4 人（3.4％）であった。主要
国籍別では、ブラジル 30 人（25.9%）、ペルー 22







26 人（86.7%）、日本語母語 4 人（13.3%）である。
ペルー国籍 22 人のうち、スペイン語母語 17 人
（77.3%）、日本語母語 4 人（18.2%）、ポルトガル
語 1 人（4.5%）である。中国国籍 12 人のうち、
中国語母語 11 人（91.7%）、日本語母語 1 人（8.3%）
である。フィリピン国籍 19 人のうち、フィリピ
ノ語（タガログ語）母語が 13 人（68.4%）、英語
が 4 人（21.1%）、日本語が 2 人（10.5%）である。
タイ国籍 5 人のうち、タイ語母語 4 人（80.0%）、
日本語母語 1 人（20.0%）である。日本国籍 3 人
のうち中国語、スペイン語、ペルシャ語が各 1 人
ずつである。
116 人のうち、中学 3 年時に日本語指導が必要











が 50 人（43.1%）、1-5 歳 13 人（11.2%）、6-9 歳














は 1 人もいなかった。進学希望者 99 人のうち、







る特別の措置」（A 選抜と B 措置、内容について
は後述）の 3 種類の選抜方法がある。公立高等学


















3 人（3.5%）、「A 選抜・B 措置と定時制一般選抜」
3 人（3.5%）、「A 選抜と B 措置の両方」3 人（3.5%）、
「A 選抜」1 人（1.2%）。特色選抜受検者は 19 人で、






日制 55 人（47.4%）、公立定時制 19 人（16.4%）、
公立定時制（フレックス特別選抜校）4 人（3.4%）、





が、表 2 である。日本語指導「有」36 人の進学
先では、公立定時制が一番多く 14 人（38.9%、
フレックス特別選抜校 1 人含む）で、私立全日制
8 人（22.2%）、公立全日制 7 人（19.4%）と続く。
日本語指導「無」80 人の進路結果では、公立








30 人中、公立全日制 17 人（56.7%）、公立定時制
9 人（30.0%、フレックス特別選抜校 2 人含む）、
私立全日制 3 人（10.0%）である。ペルー国籍の
生徒は、22 人中、公立全日制 9 人（40.9%）、公
立定時制 5 人（22.7%、フレックス特別選抜校 1
人含む）、私立全日制 7 人（31.8%）である。フィ
リピン国籍の場合は、19 人中、公立全日制 10 人
（52.6%）で、公立定時制 6 人（31.6%）、私立全
日制1人（5.3%）となっている。中国国籍の場合は、
12 人中、公立全日制 5 人（41.7%）、私立全日制








とする 27 人の場合、公立全日制 13 人（48.1%）、
公立定時制 10 人（37.0%、フレックス特別選抜
校 2 人含む）、私立全日制 3 人（11.1%）である。
日本語 22 人のうち、公立全日制 13 人（59.1%）、
公立定時制（フレックス特別選抜校）2 人（9.1%）、
私立全日制 6 人（27.3%）である。スペイン語 22
人のうち、公立全日制 10 人（45.5%）、公立定時
制 3 人（13.6%）、私立全日制 5 人（22.7%）であ
る。フィリピノ語（タガログ語）の場合は、14
人のうち、公立全日制 6 人（42.9%）、公立定時
制 5 人（35.7%）、私立全日制 2 人（14.3%）であ
る。中国語の場合は、12 人のうち、公立全日制

























生徒は 116 人中 22 人（19.0%）である。この 22
人のうち特別措置を使って受検したのは 7 人であ
る。その母語別状況はフィリピノ語（タガログ語）
3 人、中国語 2 人で、その他はポルトガル語・ペ
ルシャ語各 1 人、国籍別ではフィリピン 3 人、中
国 2 人、ブラジルと日本が各 1 人である。
7 人の受検結果は、以下の通りである（括弧内
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は母語）。7 人全員が A 検査を受検したが、A 検
査で公立全日制に合格したのは 1 人（中国語）で

























れているようである。茨城県のある NGO が 2013
年春に卒業した生徒を調査した結果によると、「入
国後 3 年以内」と思われる生徒が 36 人いた中で
特別枠で受検したのは 9 人であった。その一因と






学習環境向上のために～」平成 26 年 3 月 23 日、
筑波大学）。
7　まとめに代えて
平成 23 年度から平成 26 年度にかけて実施した



















調査回答者に占める割合は過去 4 回 6.4%、5.5%、

































































































































1 1 1 2 2 36 31
19.4% 38.9% 22.2% 2.8% 2.8% 2.8% 5.6% 5.6% 100.0% 86.1%
無





60.0% 11.3% 20.0% 1.3% 1.3% 2.5% 2.5% 1.3% 100.0% 96.3%
合計
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合計
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タイ語 ―
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25.0% 50.0% 25.0% 100.0% 75.0%
英語
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50.0% 25.0% 25.0% 100.0% 75.0%
その他
1 1 3 ― ― ― 1 1
― ―
7 6
14.3% 14.3% 42.9% 14.3% 14.3% 100.0% 85.7%
無回答
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55 23 24 1 1 1 3 3 2 3 116 108
47.4% 19.8% 20.7% 0.9% 0.9% 0.9% 2.6% 2.6% 1.7% 2.6% 100.0% 93.1%
※その他とは韓国語、モンゴル語、ペルシャ語、バングラデッシュ語、マダガスカル語、台湾語のことである。
表 5　特別措置を受検した 7 人の進路結果
国籍 母語 受験実地状況 日本語指導 結果
中国 中国語 A 選抜 有 公立全日制
フィリピン フィリピノ語（タガログ語） A 選抜と B 措置の両方 有 公立全日制
日本 ペルシャ語 A 選抜と B 措置の両方（一般定時を受験） 有 公立定時制
ブラジル ポルトガル語 A 選抜と B 措置の両方（一般定時を受験） 有 公立定時制
フィリピン フィリピノ語（タガログ語） A 選抜と B 措置の両方（私立一般を受験） 有 公立全日制
フィリピン フィリピノ語（タガログ語） A 選抜と B 措置の両方（一般定時と私立一般を受験） 有 公立定時制
中国 中国語 A 選抜と B 措置の両方 無 公立全日制
栃木県における外国人生徒の進路状況
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This document presents the results of the fifth survey on the situation of foreign students after junior-high-school 
graduation, conducted in Tochigi prefecture.  Data of 116 foreign junior-high graduates was collected.  Regarding 
the entire sample, the main results are: the students’ high-school continuation rate is 88.8%, and most of the students 
made their decision among these three high-school choices, 47.4% entered full-time public schools, 20.7% went on 
to full-time private schools and 19.8% to part-time public schools.  The high-school continuation rate of students 
who received Japanese language coaching is 80.5%, from which 38.9% went to part-time public schools, 22.2% 
to full-time private schools and 19.4% to full-time public schools.  According to the above figures, another finding 
of the current paper is the high percentage of Japanese-language-coached students who enrolled in part-time 
public schools, compared with the same ratio over the entire sample.  Pertaining to students who were able to take 
advantage of the Special Entrance Examination System, we received data of 7 students that is less than 10% of the 
entire surveyed population.  Out of 7, the results are as follows:  4 went to full-time public schools and 3 went to 
part-time public schools, that is to say, 4 students were able to pass the Special Entrance Examination, from whom 3 
received Japanese-language tutoring.
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